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保護者の皆様

仙台市立中田小学校

校 長 藤原 秀晃

地震災害時・緊急時の対応について

新緑の候，皆様には，ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

日頃より，当校の教育活動にご理解とご協力をいただき，ありがとうご

ざいます。

東日本大震災から９年が経過しました。今後も地震等の自然災害に対

する備えをしっかり行うことが重要と考えています。

つきましては，地震発生時・緊急時の中田小学校の対応についてまと

めましたので，ご確認いただきますと同時に，災害時等の対応について

ご理解とご協力をお願いいたします。

記

○ 在校時間中の地震発生時
東日本大震災の時は，すぐに電気の供給が止まったため，一斉メールを活用することが難しく

なりました。今後も同様のことを想定し，以下の対応を設定しました。(停電とならない場合は

一斉メールでお知らせしますが，場所や場合によってはメールが届かない，あるいは受け取るこ

とができないことがあるかもしれません。)

震 度 児童の行動 教職員の対応

引受人に 「引き渡し」 を行う。仙台市で
・学校待機とし，保護者が指定した引 ・保護者が指定した引受人に児童を引震度５強以上
受人を待つ。 き渡す。

通常下校 または 一斉下校
仙台市が

・通学路の安全確認後，通常下校ま ・通学路の安全確認を実施する。場
震度５弱以下

たは学年一斉下校をする。 合により，要所に立つ。

※ 「引き渡し」について

児童の安全を考慮し，学校での引き渡しとなった場合には，次のような対応をします。

・引き渡しカードにあらかじめ登録されている引受人の方に直接お子さんを引き渡します。

・引き渡しができない場合，迎えが来るまでは，どんなに遅くなっても学校に児童を待機さ

せておきます。

・児童館の児童についても学校で引き渡しをします。

・今年度も引き渡し訓練を行います。詳細は後日お知らせいたします。



○ 児童登下校中の地震発生時

震 度 児童の行動 教職員の対応

。仙台市で ・地震発生時は頭部を保護し，身を ・通学路上の児童の安否を確認する

低くする。車道には出ない。 ・保護者，地域の方と連携し，児童震度５強以上
・建物，ブロック塀，窓ガラスから の所在を確認する。

離れる。 ・すでに登校している児童，まだ下

・揺れが収まったら，状況に応じて 校していない児童は，学校に待機さ

公園 学校等の避難場所に避難する せ，保護者が指定した引受人に児童， 。

家族がいないときには，家には帰ら を引き渡す。

ない。

・津波が想定される場合には，校舎

屋上やビルの屋上等に避難する。

・車道に出ず，身の安全を第一に考 ・通学路の安全確認をする。場合に仙台市で

え，気を付けて登下校する。 より，要所に立つ。震度５弱以下

万が一の場合に備えて，もし大人の人がいないときにどのように対応するかという約束をご家

庭で相談して決めておいてください。なお，中田小学校は，地震や津波の際の避難所になってい

ます。

我が家の約束

家族との連絡方法

待機場所(家が危険で入れない場合など)

○ 児童に危険が及ぶような事態が発生した場合
☆以下のような対応を行います。

【登校指導】

登校時の危険が考えられ，特に安全を確保する必要がある場合は，教職員が交差点や横断歩道

などで，登校指導を行う。

【下校指導】

下校時の危険が考えられ，特に安全を確保する必要がある場合は，入手した情報から危険度を

設定し，以下の対応を行う。

レベル１：他の地域に限定した情報で，中田地区にほとんど影響がないと考えられる場合。

《 近くの友達と一緒に下校させる 》

レベル２：近隣の地域に限定する情報で，注意が必要と考えられる場合。

《 学年，または全校で一斉下校とし，教職員が地域巡視を行う 》

レベル３：児童のみで下校させるには危険性が高い場合。

《 保護者への児童の引き渡しを行う 》


